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上
川
島
で
没
し
た
。

五
六
三
年
）
中
に
発
布
さ
れ
た
「
聖

五
五

研
究
ノ
ー
トア

ダ
ム
。
シ
ャ
ー
ル

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
イ
エ
ズ
ス
会

十
六
世
紀
に
カ
ト
リ
ッ
ク
改
革
が
起
こ
っ
た
際
、
イ
エ
ズ
ス
会
は
勢
力
を
拡

張
す
る
た
め
、
海
外
布
教
を
行
う
中
で
絵
画
芸
術
を
重
視
し
た
。
明
嘉
靖

割
を
果
た
し
た
。

五
五
0

)

、

（
一
五
四
三
ー
一
六

0
七
年
）

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル

は
宣
教
師
と
し
て
初
め
て
中
国
内
地
に
滞
在
し

た
。
そ
の
後
、
ル
ッ
ジ
ェ
リ
の
要
請
に
応
じ
、
マ
ッ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
（

_
―
六
一

0
年
・
中
国
名
は
利
璃
賓
）
を
は
じ
め
と
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師

た
ち
が
マ
カ
オ
に
上
陸
し
、
芸
術
、
文
化
、
科
学
な
ど
の
学
問
に
も
大
き
な
役

ト
レ
ン
ト
公
会
議
第
二
十
五
総
会
（

人
の
取
次
、
崇
敬
、
遺
物
、
お
よ
び
聖
な
る
図
像
に
つ
い
て
の
教
令
」
で
は
「
キ

リ
ス
ト
、
聖
母
、
他
の
聖
人
た
ち
の
図
像
を
聖
堂
内
に
置
い
て
保
存
し
、
そ
れ

ら
に
対
し
て
然
る
べ
き
尊
敬
と
崇
敬
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら

一
五
八
二
年
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
ミ
ケ
ー
レ
・
ル
ッ
ジ
ェ
リ

よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
『
福
音
書
画
伝

(
E
v
a
n
g
e
li
c
a
e
Hi
st
o
ri
a
e
 

が
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
で
出
版
さ
れ
た
。
ナ
ダ
ル
は
ス
ペ
イ
ン
出
身
の
イ
エ
ズ

ス
会
士
神
学
博
士
で
、

（
一
五
九
―
_
―
六
六
六
年
・
中
国
名
は
湯
若
望
）
は

七
年
刊
）
、
『
進
呈
書
像
』
（
一
六
四

0
年
刊
）

ヘ
ロ
ニ
モ
・
ナ
ダ
ル

て
綿
密
な
計
画
の
も
と
、
着
想
さ
れ
版
刻
さ
れ
た
記
念
碑
的
な
出
版
物
で
あ
り
、

イ
エ
ズ
ス
会
の
世
界
伝
道
に
付
随
す
る
形
で
世
界
中
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
中
国

で
は
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
『
誦
念
珠
規
程
』
（
一
六
一
九
ー
一
六
一

『
天
主
降
生
出
像
経
解
』
（

が
出
版
さ
れ
た
。

ア
ダ
ム
・
シ
ャ
ー
ル

さ
れ
、

四
年
刊
）
、

は
イ
エ
ズ
ス
会
総
会
長
の
意
志
に
よ
っ

五
0
七
ー
一
五
八

0
年
）
に

一
五
五
二
年
）
は
中
国
に
布
教
し
よ
う
と
し
た
が
、
未
上
陸
の
ま
ま
広
東
沖
の

十
九
年
（

（
一
五

0
六
ー

は
じ
め
に

湯
若
望
明
代
版
画

『
進
呈
書
像
』

れ
た
。
ま
た
、
司
教
は
、
絵
画
や
そ
れ
に
類
す
る
も
の
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て

い
る
秘
儀
を
教
え
、
聖
な
る
図
像
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
か
ら
聖
人
た
ち
に
与

え
ら
れ
た
恩
恵
を
想
い
起
こ
さ
せ
、
聖
人
た
ち
を
通
し
て
奇
跡
と
模
範
が
与
え

ら
れ
る
こ
と
を
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
は
全
世

界
の
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
す
る
布
教
に
お
い
て
も
、
積
極
的
に
イ
メ
ー
ジ
を

利
用
す
る
戦
略
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
図
像
が
教
化
と
瞑
想
の
有
効
な
手
段
と

の
受
容
に
関
す
る
一
考
察

瑣
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会 ド
イ
ツ
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
で
あ
り
、
明
末
清
初
の
中
国
で
宣
教
活
動
を
行
い
、

ま
た
科
学
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
シ
ャ
ー
ル
は
一
六
四

0
年
に
崇
禎
皇
帝
に
一

冊
の
羊
皮
書
を
献
上
し
、
後
に
そ
れ
を
修
正
・
整
理
し
て
再
出
版
し
、
そ
れ
が

『
進
呈
書
像
』
と
な
っ
た
。
『
進
呈
書
像
』
に
は
、
全
四
十
八
枚
の
キ
リ
ス
ト
教

関
係
の
木
版
画
と
そ
の
注
釈
文
が
収
録
さ
れ
て
い
て
、

を
描
写
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
多
く
の
挿
絵
は
原
本
が
あ
り
、
模
倣
の
過
程
で

中
国
の
視
覚
的
要
素
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
『
進
呈
書
像
』
挿
絵

先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

美
術
史
と
文
化
伝
播
史
に
お
け
る
明
末
の
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
挿
絵
本
の
位
置

づ
け
に
関
す
る
国
内
外
の
研
究
は
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
主

に
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
伝
え
た
「
西
学
」
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
伝
播
の
過
程
と

そ
の
影
響
に
集
中
し
て
い
る
。
海
外
の
研
究
者
は
明
末
期
の
キ
リ
ス
ト
教
の
伝

一
九
六

0
年
代
以
前
は
主
に
宣
教
師
の
研
究
を
中
心
に
し
て
、

研
究
の
重
点
は
宣
教
の
現
地
化
の
成
功
例
に
集
中
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ド
イ

ツ
の
学
者
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ヴ
ァ
ー
ス
の
『
ア
ダ
ム
・
シ
ャ
ー
ル
伝
』

一
九
七

0
年
代
か
ら
九

0
年
代
に
か
け
て
、
研
究

の
焦
点
は
中
国
人
の
反
応
と
反
教
運
動
に
移
り
、
研
究
者
の
中
に
は
漢
学
者
や

非
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
多
く
な
っ
た
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
ガ
ー
ネ
ッ
ト
の
『
中
国
と
カ

ト
リ
ッ
ク
』
(
-
九
八
二
年
）
や
エ
ー
リ
ク
・
ズ
ュ
ル
ヒ
ャ
ー
の
『
イ
エ
ズ
ス

(

6

)

 

研
究
か
ら
西
洋
学
ま
で
』
(
-
九
九
五
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

九
三
三
年
）
が
あ
る
。

播
に
対
し
て
、

本
は
現
地
化
の
特
色
を
表
す
と
さ
れ
る
。

に
キ
リ
ス
ト
の
生
涯

が
中
国
に
到
着
し
た
後
、
中
国
に
伝
わ
っ
た
ナ
ダ
ル
の
『
福
音
書
画
伝
』
に
基

が
北
京
南
堂
で
出

世
紀
以
降
、
研
究
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
多
元
化
的
の
様
相
を
呈
し
、
中

国
と
西
洋
の
文
化
交
流
に
お
け
る
相
互
作
用
に
集
中
し
て
い
る
。

イ
タ
リ
ア
の
学
者
ジ
ャ
ン
ニ
・
ク
リ
ヴ
ェ
ラ
が
調
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

『
進
呈
書
像
』
は
中
国
で
出
版
さ
れ
た
ナ
ダ
ル
の
『
福
音
書
画
伝
』
を
も
と
に

し
た
三
番
目
の
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
本
の
中
に
は
ナ
ダ
ル
の
原
書
か

ら
直
接
模
写
し
た
絵
も
あ
る
が
、
シ
ャ
ー
ル
は
明
ら
か
に
ア
レ
ー
ニ
の

降
生
出
像
経
解
』

の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
シ
ャ
ー
ル
の
版
画
は
、
中
国
風
の

人
物
や
服
装
が
多
く
、
風
景
も
典
型
的
な
中
国
風
で
あ
る
と
氏
は
指
摘
す
る
。

1
0
0
五
年
、
顧
衛
民
は
『
中
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
芸
術
の
発
展
史
』

と
い
う
本
の
中
で
、
明
末
期
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
刊
行
し
た
木
版
版
画
集
を
整

(

8

)

 

の
出
版
背
景
を
詳
し
く
紹
介
し
た
。
二

0
0
六
年
、
張
秀

理
し
、
『
進
呈
書
像
』

民
の
『
中
国
印
刷
史
』

の
記
録
に
よ
れ
ば
、

リ
ッ
チ
は
一
六

0
五
年
に
北
京
で

南
堂
を
創
建
し
、
明
確
な
記
録
は
な
い
が
、(9

)

 

版
さ
れ
た
確
率
が
極
め
て
高
い
と
指
摘
す
る
。

『
進
呈
書
像
』
の
画
像
に
つ
い
て
、
一
番
詳
し
い
論
説
は
、
二

0
0
七
年
に

ニ
コ
ラ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
が
書
い
た
『
中
国
皇
帝
に
献
上
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
生

涯
の
絵
』

づ
い
て
直
接
制
作
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
中
国
に
到
着
す
る
前
に
、

中
国
皇
帝
に
贈
る
た
め
に
作
ら
れ
た
羊
皮
書
で
あ
る
『
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
(

V

it
a

(

J

o

)

 

D
n
i
 nr
i
 
J

e
s
u
 C
h
r
is
t
i
)
』
が
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
完
成
さ
れ
て
い
た
。
手

の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
こ
の
羊
皮
書
に
は
、
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
の
主
要
な
場
面
を
表

現
し
た
絵
が
五
十
五
点
も
描
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
福
音
書
の
テ
キ

『
天
主

二
十

で
あ
る
。

ス
タ
ン
ダ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
『
進
呈
書
像
』
は
シ
ャ
ー
ル

- 150-



雁
南
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

四

ス
ト
が
絵
の
横
に
飾
ら
れ
、
裏
面
に
は
中
文
で
金
箔
で
テ
キ
ス
ト
が
描
か
れ
て

い
る
。
皇
帝
が
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
シ
ャ
ー
ル
は
キ
リ
ス
ト
の
生
涯

と
な
っ
た
。
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
精
緻
な
羊
皮
書
は
現
存
し
て
い
な
い
。

シ
ャ
ー
ル
は
ニ
ヶ
月
後
、
皇
帝
に
献
上
し
た
『
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
』
に
自
ら
序

文
を
加
え
、

ル
は
そ
れ
ぞ
れ
の
画
像
の
内
容
を
説
明
し
、
大
部
分
の
図
像
に
対
応
し
、

源
と
い
え
る
原
図
を
探
し
出
し
た
。
そ
し
て
図
像
四
十
八
点
の
う
ち
、
『
福
音

は
従
属
的
な
地
位
か
ら
文
字
を
説
明
す
る
も
の
で
は
な
く
、
文
字
を
解
釈
の

ツ
ー
ル
と
し
て
、
主
導
的
な
位
置
に
あ
る

と
し
て
提
示
す
る
も
の
で
あ

が
主
な
視
覚
対
象
で
あ
り
、
文
字
は
画
像
を
解
釈
す
る
た

(

1

2

)

 

め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

は
同
時
期

(

1

3

)

 

の
挿
し
絵
『
天
主
降
生
出
像
経
解
』
を
手
本
と
し
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。

肖
清
和
は
明
清
社
会
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
の
イ
メ
ー
ジ
の
神
人

二
性
と
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
播
に
対
す
る
影
響
を
考
察
し
た
。

に
は
、
中
国
の
伝
統
的
な
絵
画
技
法

(

1

5

)

 

が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
図
像
も
言
語
も
現
地
化
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。

に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
歴
史
資
料
や
文
献
の
整
理
が

多
く
、
図
像
の
形
成
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
十
分
に
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
検
討
の

余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。
確
か
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
は
着
想
源
の
原
図
に
つ
い
て
論

じ
た
が
、
図
像
四
十
八
点
の
う
ち
、
原
図
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の

(

1

6

)

 

十
五
点
あ
る
。
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
、
西
洋
の
宗
教
絵
画
と
明
代
版
画

と
の
比
較
を
行
い
、
本
作
の
図
像
の
着
想
源
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
中
国

の
う
ち
、

な
も
の
は
十
点
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
第
十
五
図

十
九
図
「
天
主
耶
蘇
歩
海
聖
跡
像
」
、

鮮
口
示
公
審
判
像
」
、

四
図
、
第
四
十

J
れ
ら
は

の
第
十
九
図
、

一
図
、
第
三
十
三
図
、

六
十
三
図
、
第
九
十
八
図
、
第
一

0
0
図
に
対
応
し
、
合
計
十
点
が
確
認
さ
れ

十
八
図

六
十
八
•
六

九
図
、

一
十
八
図
、

で
あ
り
、

七゚
年
の
許

一
十
一
図

゜

一
十
図

第
十
六
図
「
天
主
耶
蘇
又
起
死
像
」
、
第
十
七
図

二
0
0
八
年
の
何
俊
・
羅
群
に
よ
る
研
究
で
は
、

ょ、
9

(

 

の
模
写
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

る。

降
生
出
像
経
解
』

の
原
本
と
も
な
っ
て
い
る
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ル

れ

し
て
考
え
ら
れ
る
図
像
の
数
が
最
も
多
く
、
ま
た

に
お
い

つ
。
す
な
わ
ち

(

l

l

)

 

る
。
ま
た
、

に
は
特
別
な
意
図
が
あ
り
、
本
書
の
「
像
」

ナ
ダ
ル
の

ょ
、
カ
ト
リ
ッ

9

ー
（
~

の
模
写
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
は
十
点
あ
る
と
指
摘
し
て
い

ニ
ー

と
し
て
出
版
し
民
衆
に
公
開
し
た
。

ス
タ
ン
ダ
ー

成
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

明
清
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
背
景
に
注
目
し
、

つ
い
て
よ
り
詳
細
で
説
明
を
加
え
、
こ
れ
が

の
原
型

の
受
容
と
形

- 15l-



き
を
表
現
し
、
中
国
風
の
表
現
方
法
を
用
い
て
キ
リ
ス
ト
の
神
性
を
強
調
し
て

こ
の
よ
う
な
明
暗
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
失
わ
れ
て
い
る
た
め
、
キ
リ
ス
ト
が
観

る
者
の
視
線
の
焦
点
に
は
な
ら
な
い
。
同
様
の
こ
と
は
本
書
の
人
物
の
多
い
場

書
像
』

面
に
お
い
て
も
全
体
的
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
『
進
呈

で
は
、
木
版
彫
刻
師
が
明
暗
の
対
比
を
減
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
画
面
の

焦
点
の
散
逸
を
補
う
た
め
に
、
特
に
キ
リ
ス
ト
の
周
り
に
短
い
線
を
加
え
て
輝

キ
リ
ス
ト
が
画
面
の
光
の
焦
点
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
『
進
呈
書
像
』

で
は

を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

『
進
呈
書
像
』

が
難
し
い
た
め
、

て
い
る
。

の
第
十
五
図
「
天
主
耶
蘇
誨
徒
真
福
像
」
（
図
1

)

を
ナ
ダ
ル

の
原
図
「
山
上
の
垂
訓
」
（
図
2

)

と
比
較
す
る
と
、
こ
の
図
が
左
右
を
入
れ

替
え
た
鏡
像
で
あ
り
、
原
図
の
上
部
に
あ
る
五
つ
の
小
さ
な
図
が
削
除
さ
れ
、

画
面
の
右
側
は
霧
で
覆
わ
れ
た
都
市
の
家
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
技
法
的
に
言
え
ば
、
木
版
彫
刻
は
銅
版
彫
刻
よ
り
も
細
部
を
描
写
す
る
の

モ
チ
ー
フ
の
削
除
は
主
観
的
な
選
択
で
あ
り
、
同
時
に
や
む

さ
ら
に
、
原
本
の
複
製
に
お
い
て
は
、
同
時
期
の
挿
絵
本
で
あ
る
『
天
主
降

生
出
像
経
解
』
よ
り
も
簡
略
化
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
例
え
ば
、
「
天
主
耶
鯨

誨
徒
真
福
像
」
（
図
1

)

は
遠
景
の
山
々
の
描
写
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
出

像
経
解
』
の
「
山
中
聖
訓
」
（
図
3

)

の
上
部
の
五
つ
の
小
さ
な
図
の
描
写
に
取
っ

て
代
わ
っ
て
、
原
図
の
最
も
核
心
的
な
重
点
を
そ
の
ま
ま
に
、
中
国
の
田
園
山

水
画
の
静
け
さ
を
有
し
て
い
る
。

第
五
図
「
天
主
初
降
生
像
」
（
図
4

)

と
そ
の
原
図
、
ヨ
ハ
ン
・
マ
テ
ィ
ア
ス
・

(

1

8

)

 

カ
ー
ガ
ー
の
「
羊
飼
い
の
礼
拝
」
（
図
5

)

を
比
較
す
る
と
、
原
図
の
赤
子
の

の
原
図
に
な
っ
て
い
る
。

た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

図
「
天
主
耶
鮮
受
死
受
痙
像
」
（
図
1

0

)

い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
絵
の
意
味
を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
中
国
化
を
図
っ

原
本
と
さ
れ
る
『
福
音
書
画
伝
』
を
除
く
、
『
進
呈
書
像
』
の
残
り
の
数
十

点
の
絵
は
、
ど
の
よ
う
な
作
品
に
由
来
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
箪
者
が
調

査
し
て
み
る
と
、
大
英
博
物
館
所
蔵
の
四
枚
（
図
6

)

が
、
『
進
呈
書
像
』
の

画
面
と
同
じ
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
『
福
音
書
画
伝
』
よ
り
、

大
英
博
物
館
本
が
そ
の
原
型
で
あ
る
こ
と
は
明
確
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
「
イ
ザ

ヤ
書
六
十
三
章
三
節

(
T
o
r
c
u
l
a
r
c
a
l
c
a
v
i
 so
l
u
s
 e
t
 de
 g
e
n
tib
u
s
 n
o
n
 e
s
t
 

(

1

9

)

(

2

0

)
 

v
ir
 m
e
c
u
m
)
」
を
題
名
に
し
た
シ
リ
ー
ズ
の
銅
版
画
で
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
・

ヘ
イ
ン
ニ
世
と
ザ
カ
リ
ア
ス
・
ド
レ
ン
ト
が
版
刻
し
た
十
四
枚
の
連
作
で
あ
る
。

こ
の
二
人
は
、
十
六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン

ト
で
活
躍
し
た
版
画
家
で
あ
る
。
こ
の
連
作
の
第
四
図
、
第
十
図
、
第
十
一
図
、

一
十
二
図
「
天
主
耶
鮮
就
執
像
」
（
図
7

)

、

第
三
十
九
図
「
天
主
耶
蘇
背
負
刑
架
像
」
（
図
8

)

、
第
四
十
一
図
「
天
主
耶
鮮

懸
架
竪
立
像
」
（
図
9

)

、
第
四
十

着
想
源
に
な
っ
た
も
う
一
冊
の
版
画
作
品
は
、
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
・
リ
ッ
チ
の

『
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
（
V
i
ta
D
.
 N
.
 J
e
s
u
 C
h
r
is
t
i
)
』
と
い
う
連
作
で
あ
る
。

ス
タ
ン
ダ
ー
ト
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
『
進
呈
書
像
』
第
四
図
「
聖
母
璃
利
亜
宗

(

2

1

)

 

系
像
」
（
図
1

1

)

の
原
図
は
、
こ
の
連
作
の
第
二
十
九
頁
（
図
1

2

)

で
あ
る
。
そ

こ
で
筆
者
が
こ
の
『
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
』
を
調
査
し
て
み
る
と
、
『
進
呈
書
像
』

第
六
図
「
三
王
朝
拝
天
主
耶
鮮
像
」
（
図
1

3

)

の
原
図
は
、
こ
の
連
作
の
第

四
十
一
頁
（
図
1

4

)

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

第
十
三
図
は
、
『
進
呈
書
像
』
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は
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
カ
ロ

五
九
ニ
ー
一
六
三
五
年
）
に
よ
っ
て
版
刻
さ
れ
た

は
、
カ
ロ
の

致
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ

ら
に
向
け
て
右
に
逃
げ
、
一
人
は
地
面
に
倒
れ
て
い
る
。
構
図
と
人
物
の
動
作

人
は
背
中
を
こ
ち

で
は
、

的
立
ち
位
置
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

加
え
て

第
四
十
三
図
「
天
主
耶
鮮
死
後
復
活
像
」
（
図
2

5

)

ベ
ト
が
お
互
い
を
祝
福
す
る
と
い
う
エ
リ
ザ
ベ
ト
訪
問
を
説
明
す
る
場
面
が
描

か
れ
る
。
来
訪
者
と
し
て
の
マ
リ
ア
が
左
側
に
い
て
、
家
の
主
人
で
あ
る
エ
リ

サ
ベ
ト
と
ザ
ガ
リ
ヤ
が
右
側
に
い
る
。

エ
リ
サ
ベ
ト
が
は
前
か
が
み
に
な
り
、

両
手
を
伸
ば
し
て
マ
リ
ア
を
抱
き
か
か
え
て
歓
迎
す
る
様
子
が
み
て
と
れ
る
。

マ
ー
ル
テ
ン
・
デ
・
フ
ォ
ス
が
原
画
を
描
き
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
・
ビ
ィ
が
版
刻

(

2

2

)

 

エ
リ
ザ
ベ
ト
訪
問
」
(
-
五
九
八
年
）
（
図
1

6

)

の
エ
リ
ザ
ベ
ト
の
姿
勢

が
こ
の
図
像
に
描
か
れ
る
も
の
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。

い
場
所
に
キ
リ
ス
ト
が
座
り
、
左
手
は
本
を
持
ち
、
右
手
を
伸
ば
し
、
論
争
し

て
い
る
姿
を
見
せ
て
い
る
。
人
物
、
後
ろ
の
階
段
と
柱
の
構
図
は
ク
リ
ス
ペ
イ

(

2

3

)

 

ン
・
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ブ
ル
ー
ク
の
「
博
士
と
の
論
争
」
（

1

8

)

と
重
な
る
が
、
キ
リ
ス
ト
と
博
士
の
位
置
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
て
、

『
進
呈
書
像
』
第
十
図
「
天
主
耶
鮮
斎
畢
勝
魔
像
」
（
図
1

9

)

（父）

五
七
六
年
）
（
図
マ
リ

ア
と
ヨ
セ
フ
が
背
景
の
階
段
に
置
か
れ
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
三
人
の
神
学

で
は
、
悪
魔
が

キ
リ
ス
ト
に
石
を
パ
ン
に
変
え
る
よ
う
に
と
誘
惑
し
た
場
面
が
描
か
れ
る
。
キ

リ
ス
ト
が
寄
り
か
か
っ
て
手
を
上
げ
、
人
の
形
を
し
た
悪
魔
が
石
を
持
っ
て

立
っ
て
い
る
構
図
は
、
ク
リ
ス
ピ
ン
・
デ
・
パ
セ

み
」
(
-
五
九

0
_
―
六

0
0
年
）
（
図
2

0

)

に
近
似
す
る
。

筆
者
が
発
見
し
た
も
う
―
つ
の
着
想
源
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
版
画
作
品

の
「
悪
魔
の
試

連
作
で
あ
る
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
カ
ロ
は
、
バ
ロ
ッ
ク
期
に
活
動
し
た
ロ
レ
ー
ヌ
地

方
出
身
の
版
画
家
で
あ
る
。

ロ
バ
に
乗
っ
た
キ
リ
ス
ト
と
そ
れ
に
従
う
弟
子
た
ち
、

エ
ル
サ
レ
ム
の
城
門

と
キ
リ
ス
ト
を
迎
え
る
群
衆
が
描
か
れ
る
、

(

2

5

)

 

城
」
（
図
2

1

)

で
は
、
ロ
バ
に
乗
る
キ
リ
ス
ト
の
姿
勢
と
光
背
、
枝
を
持
つ
群
衆
、

る
と
考
え
る
。

カ
ロ
の
「
エ
ル
サ
レ
ム
入

二
十
六
図
「
天
主
耶
鮮
返
都
就
難
像
」
（
図
2

2

)

に
描
か
れ
る
の
と
同
じ
で
あ

ま
た
、
『
進
呈
書
像
』
第
三
十
六
図
「
天
主
耶
鮮
受
撻
像
」
（
図
2

3

)

キ
リ
ス
ト
が
中
央
の
柱
に
縛
り
付
け
ら
れ
、
刑
吏
た
ち
に
よ
っ
て
笞
で
打
た
れ

る
場
面
が
描
か
れ
る
。
構
図
が
似
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
が
右
前

方
に
傾
い
て
い
る
姿
勢
や
、
イ
エ
ス
を
囲
ん
で
笞
を
打
つ
三
人
の
刑
吏
の
身
振

り
、
そ
し
て
右
側
の
刑
吏
の
腰
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
刀
は
、

(

2

6

)

 

ち
」
（
図
2

4

)

の
画
面
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。

カ
ロ
の
「
笞
打

の
上
に
立
つ
キ
リ
ス
ト
は
雲
と
天
使
に
よ
っ
て
光
背
の
よ
う
な
も
の

に
囲
ま
れ
て
い
る
。

マ
ン
ト
を
羽
織
っ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
が
左
手
で
十
字
架
を

持
ち
、
右
手
の
指
で
天
を
指
し
て
い
る
。
前
景
に
あ
る
三
人
の
兵
士
た
ち
は
、

一
人
は
左
腕
を
高
く
上
げ
て
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
逃
げ
、

（図
2

6

)

と
明
ら
か
に

と
は
、
カ
ロ
の
こ
の
連
作
が
、
『
進
呈
書
像
』
の
な
か
の
図
像
制
作
の
基
と
な
っ

第
八
図
「
天
主
耶
鮮
幼
齢
講
道
像
」
（
図
1

7

)

で
は
、
最
も
高

で
は
、

し
た

左
側
の
城
な
ど
が
描
か
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
構
図
は
、

の

て
い
る
可
能
性
が
高
い
図
像
は
三
点
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

は
、
マ
リ
ア
が
エ
リ
サ
ベ
ト
と
ザ
カ
リ
ア
の
家
に
向
か
い
、

マ
リ
ア
と
エ
リ
サ

の
う
ち
、

カ
ロ
の
作
品
を
基
に
し

図
「
聖
母
瑞
利
亜
感
天
神
言
往
見
表
姐
像
」
（
図
1

5

)

で
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暦
時
代
(
-
五
七
三
ー
一
六

0
年）

か
ら
繁
栄
期
に
入
り
、
天
啓
年
間

で
跛
が
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

に
お
い
て
同
様
の
傾
向
を
持
つ

『
進
呈
書
像
』
第
四
十
図
「
天
主
耶
鮮
方
釘
刑
架
像
」
（
図
2

7

)

で
は
、
キ
リ

ス
ト
が
仰
向
け
に
な
っ
て
十
字
架
に
打
ち
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
の
右
腕
を
押
さ
え
て
い
て
、
も
う
一
人
の
兵
士
が
片
手
に
金
槌
を
掲

げ
て
キ
リ
ス
ト
の
左
手
の
釘
を
押
さ
え
て
い
る
。
こ
の
図
柄
の
着
想
源
と
し
て

は
、
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ス
ト
ラ
ー
ト
の
「
十
字
架
に
釘
付
け
ら
れ
る
キ

(

2

8

)

 

リ
ス
ト
」
（

の
細
か
い
身
振
り
だ
け
で
は
な
く
、
地
面
に
倒
れ
た
梯
子
、
兵
士
の
後
ろ
に
い

る
老
者
が
左
手
を
伸
ば
し
た
姿
勢
、
顔
を
覆
っ
て
泣
い
て
い
る
マ
リ
ア
と
彼
女

を
慰
め
る
人
々
も
、

ス
ト
ラ
ー
ト
に
よ
る
本
図
は
『
進
呈
書
像
』

ニ
ー
ニ

ス
ト
ラ
ー
ト
の
作
品
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

明
代
版
画
と
の
比
較

の
図
像
の
参
照
源
で
あ
る
こ
と
が

明
代
は
中
国
の
版
画
芸
術
の
黄
金
時
代
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
明
代
版
画
は
万

（
一
六
ニ
―
|
―
六
二
七
年
）
、
崇
禎
年
間
（
一
六
二
八
ー
一
六
四
四
年
）
に
質

量
と
も
に
極
盛
に
至
っ
た
。
特
に
民
間
小
説
版
画
が
福
建
省
建
安
、
江
蘇
省
金

陵
、
浙
江
省
杭
州
な
ど
中
国
南
方
で
多
く
制
作
さ
れ
、
建
安
派
、
金
陵
派
、
新

(

2

9

)

 

安
派
な
ど
の
流
派
が
形
成
さ
れ
た
。

本
節
で
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
『
進
呈
書
像
』
の
人
物
や
風
景
に
は
中

(

3

0

)

 

国
化
の
傾
向
が
あ
る
と
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
、
図
像
の
中
国
化
が
顕

著
に
起
き
て
い
た
と
と
れ
る
『
進
呈
書
像
』
の
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
、
明
代
版

画
と
比
較
す
る
。

の
伝
統
的
な
山
水
画
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
例
え
ば
、

ツ
Jゞ

メ
は
古
代
中
国
で
は
春
の
風
景
を
描
く
と
き
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
が
、
『
進

呈
書
像
』
に
は
ツ
バ
メ
の
イ
メ
ー
ジ
が
四
回
も
加
え
ら
れ
て
い
る
（
図
8

)

。

で
仙
人
の
周
り
に
浮
い
て
る
雲
と
類
似
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
有
象
列
仙
全
伝
』

は
中
国
の
神
仙
信
仰
に
つ
い
て
の
書
籍
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
西
洋
風
の
立
体
的

な
雲
の
代
わ
り
に
中
国
で
見
慣
れ
た
仙
人
の
雲
を
描
き
こ
む
こ
と
で
、
神
聖
な

意
味
を
持
つ
雲
に
乗
っ
た
り
、
囲
ま
れ
た
り
す
る
キ
リ
ス
ト
、

マ
リ
ア
が
仙
人

の
よ
う
な
雰
囲
気
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
観
者
に
伝
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

「
天
主
初
降
生
像
」
（
図
4

)

や
「
三
王
朝
拝
天
主
耶
蘇
像
」
（
図
1

3

)

に
は

城
壁
や
望
楼
が
描
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
城
壁
の
煉
瓦
を
半
分
ほ
ど
位
置
を
ず

ら
し
て
積
み
上
げ
る
画
法
は
、
明
代
の
版
画
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
『
残

唐
五
代
伝
』
（
明
万
層
）
の
望
楼
（
図
3

0

)

も
同
様
に
、
煉
瓦
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
、

『
琵
琶
記
』
（
図
3

1

)

城
壁
の
面
は
平
行
線
で
表
現
さ
れ
る
。

「
天
主
耶
鮮
懸
架
竪
立
像
」
（
図
9

)

の
画
面
の
右
側
に
描
か
れ
る
木
の
幹
は
、

の
庭
に
植
え
ら
れ
て
い
る
樹
幹
と
近
い
。
幹
の
輪
郭
は
カ

強
い
線
で
描
写
さ
れ
、
幹
は
秩
序
よ
く
い
く
つ
か
の
樹
洞
が
置
か
れ
、
平
行
線

樹
幹
の
描
写
が
よ
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
明
代
版
画
形
式
の
一
種
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
聖
母
瑶
利
亜
感
天
神
言
往
見
表
姐
像
」
（
図
1

5

)

と
「
天

分
か
る
。

五
八

0
年
）
（
図
2

8

)

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
兵
士

る
雲
の
表
現
は
、
『
有
象
列
仙
全
伝
』
（
明
万
暦
圧
雲
鵬
玩
虎
軒
刊
本
、
図
2

9

)

の
第
十
五
図
「
天
主
耶
鮮
誨
徒
真
福
像
」
（
図
1

)

に
描
か
れ

人
の
兵
士
が

こ
の
挿
絵
を
完
成
さ
せ
た
と
き
、
『
進
呈
書
像
』

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

の
彫
刻
者
た
ち
が
、
中
国
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く

の

人

々

が

裸

で

服

を

着

て

い

な

い

よ

う

に

見

え

る

が

、

『

進

呈

書

像

』

で

は

皆

が

外

套

を

身

に

着

け

て

い

る

こ

と

が

分

か

る

。

こ

れ

は

お

そ

ら

く

中

国

人

に

が

素

足

を

見

せ

る

と

い

う

の

は

禁

止

さ

れ

て

い

た

。

で

は

多

変

更

さ

せ

た

り

し

て の

服

装

を

キ

リ

ス

の

シ
ャ
ー

で

は

、

衣

は

足

が

包

ま

れ

て

見

え

な

い

よ

う

に

描

か

れ

て

い

る

。

明

代

で

は

儒

教

の

影

響

の

も

と

で

、

肉

体

の

露

出

が

極

限

に

制

限

さ

れ

、

女

性

と

推

測

し

た

。

服

な

ど

細

部

の

で

、

の

で

は

な

い

か

の

動

的

な

把

握

に

お

い

て

進

歩

が

見

ら

れ

る

。

し

た

。

方

で

人

物

の

顔

が

比

論

が

得

ら

れ

る

の

で

は

な

い

か

。

る

。

い

と

考

え

ら

れ

る

。

が

脆

く

こ

と

に

よ

っ

て

は

も

と

も

と

山

と

水

の

あ

る

荒

れ

野

で

起

っ

た

。

木

版

画

家

人

物

画

に

お

い

支

配

し

、

い

え

る

。

ま

た

、

明

代

画

家

は

よ

く

羅

漢

を

題

材

と

す

る

絵

巻

を

描

い

た

。

五

代

以

来

、

仏

画

の

で

の

文

化

仁

風

』

（

図

3

4

)

さ

ら

に

、

（

図

1

9

)

左

側

に

あ

る

岩

は

、

『

御

世

の

背

景

に

あ

る

岩

山

と

ほ

ぼ

同

じ

被

法

で

表

現

さ

れ

て

い

る

。

制

作

は

山

水

と

よ

く

結

び

つ

け

ら

れ

、

山

水

が

画

面

に

占

め

る

比

重

が

大

き

く

(

3

1

)

 

の

比

重

が

小

さ

く

な

る

よ

う

に

な

っ

た

。

明

な

る

の

に

対

し

て

、

人

物

（

仏

）

代

に

は

、

山

水

と

人

物

ど

ち

ら

が

強

調

さ

れ

る

か

も

曖

昧

に

な

る

。

「

天

主

耶

は

明

代

羅

漢

画

を

上

手

く

生

か

し

、

跛

法

を

用

い

、

中

国

独

自

の

山

水

に

変

え

た

。

中

国

の

山

水

は

一

気

に

勢

い

を

強

め

、

聖

な

る

印

象

を

観

者

に

与

え

て

い

の

人

物

を

考

察

す

る

と

、

ほ

と

ん

ど

が

西

洋

人

で

あ

り

、

西

洋

風

の

大

抱

を

着

て

い

る

こ

と

が

明

ら

か

で

あ

る

が

、

較

的

平

ら

で

、

外

見

は

明

代

版

画

の

作

風

で

あ

る

。

し

か

し

、

中

国

の

伝

統

的

な

図

像

と

比

較

す

る

と

、

筋

肉

の

線

や

服

の

し

わ

を

描

く

試

み

が

あ

り

、

人

物

画

面

右

下

の

正

図

解

』

（

図

3

6

)

の

中

国

風

モ

チ

ー

フ

さ

れ

た

モ

チ

ー

フ

原

図

で

の

似

す

る

。

（

図

1

5

)

の

の

（

図

3

2

)

や

『

有

象

列

仙

全

伝

』

（

図

3

3

)

に

描

か

れ

る

草

木

に

近

一

（

図

1

9

)

の

背

景

に

描

か

れ

る

茨

の

枝

と

葉

の

あ

る

木

は

、

受

け

入

れ

ら

れ

し‘

の

の

で

あ

ろ

う

。
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1
0
 
七
年
、

よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
し
た
。
十
六
世
紀
か
ら
、
イ
エ
ズ
ス

『
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
』
と
ジ
ャ
ッ
ク
・
カ
ロ
の
連
作
な
ど

節
」
と
題
さ
れ
た
連
作
と
、
バ
ル
ト

教
化
方
針
が
版
画
に
も
活
か
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

『
進
呈
書
像
』
に
つ
い
て
、
そ
の
着
想
源
と
、
シ
ャ
ー
ル
の
布
教
の
策
略
を

検
討
し
た
。
ま
た
、
同
時
代
の
西
洋
版
画
と
明
代
版
画
と
の
比
較
を
通
し
て
『
進

呈
書
像
』
の
図
像
形
成
及
び
制
作
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
ま
ず
、
大
英

博
物
館
所
蔵
の
「
イ
ザ
ヤ
書
六
十
―
―

ロ
メ
オ
・
リ
ッ
チ
の

は
、
『
進
呈
書
像
』
の
一
部
の
原
本
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
次
に
、
『
進
呈

書
像
』
の
図
像
の
モ
チ
ー
フ
の
多
く
が
中
国
化
さ
れ
、
観
者
に
臨
場
感
を
も
た

せ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
察
し
た
。
ま
た
明
代
版
画
、
特
に
明
末
徽
派
版
画
と

の
類
似
性
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
最
後
に
、
版
画
制
作
に
関
し
て
、
『
進
呈

書
像
』

は
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
制
作
意
図
を
理
解
し
た
う
え
で
現
地
の
版
画
家
に

会
は
挿
絵
入
り
の
書
籍
を
通
じ
て
、
中
国
人
に
純
粋
で
完
全
な
キ
リ
ス
ト
教
信

仰
を
伝
え
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
中
国
の
文
化
や
習
俗
に
則
っ
た
布
教
策
を

と
っ
た
が
、
シ
ャ
ー
ル
の
版
画
作
品
に
も
反
映
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

主
-I-=2 

(

l

)

伊
藤
博
明
「
布
教
と
イ
メ
ー
ジ
ー
あ
る
「
図
解
福
音
書
」
（
ロ
ー
マ
、
一
五
七
三
年
刊
）

に
つ
い
て
」
『
エ
ン
ブ
レ
ム
の
諸
相
』
巻
一
、
二

0
一
五
年
、
七
ー
四
十
二
頁
。

(

2

)

湯
開
建
『
利
璃
賓
明
清
中
文
文
献
資
料
彙
釈
』
上
海
古
籍
出
版
社
、

お
わ
り
に

一
九
頁
。

(

3

)

N

i

c
o
l
a
s
 S
t

a
n
d
a
e
rt
,
 

A
n
 Il
l
u
st
r
at
e
d
 L
i
f
e
 of
 

C
h
ri
st
 

p
r
e
s
e
nt
e
d
 t
o
 t
h
e
 

C
hi
n
e
s
e
 E
m
p
e
r
o
r
:
 T
h
e
 H
i

st
o
ry
 

of
 
t

h
e
 J
i

n
c
h
e
ng
 

s
h
u
xi
a
ng
 

(
1
6
4
0
)
,
 

Si
e
g
b
u
rg: 
D
r
u
c
k
e
b
ei
 

F
r
a
n
z
 S
c
h
mi
t
t
,
 

2
0
0
7
,
 p
.39. 

(

4

)

と
f
on
s
Va
.
t

h.J
o
h
a
n
n
 A
d
a
m
 S
c
h
a
l
l
 v
o
n
 Bell, 
S.J
:

 

Mi
s
si
o
n
a
r
 i
n
 C
hi
n
a
,
 

ぎ

i

serli
c
h
e
r
A
st
r
o
n
o
m
 u
n
d
 R
at
g

e
b
e
r
 a
m
 H
of
e
 v
o
n
 P
e
ki
ng
:

 1
5
9
2
,
]
6
6
6
9
 

K
o
l
n
,
 J
.
P
.
B
a
c
h
e
m
,
 1933. 

(

5

)

J

a
c
q
u
e
s
 G
e
r
n
et
,
 

C
hi
n
e
 et
 

c
h
ri
st
i

a
ni
s
m
e
,
 a
ct
i

o
n
 et
 

r
e
a
ct
i

o
n
,
 P
a
ri
s, 

G
a
l
li
m
a
r
d
,
 1
9
8
2
. 

(
6
)
E
ri
k
 Z
u
r
c
h
e
r
,
'
`
F
r
o
m
J̀

e
s
ui
t
 

S
t

u
di
es'
t

o
`
W
e
st
e
r
n
 L
e
a
r
ni
n
g
`
9
9
9
I
n
 

E
u
r
o
p
e
 S
t

u
di
e
s
 C
hi
n
a
:
 P
a
p
e
r
s
 f
r
o
m
 a
n
 I
nt
e
r
n
at
i

o
n
a
l
 C
o
nf
e
r
e
n
c
e
 o
n
 

t

h
e
 H
i

st
o
ry
 

of
 

E
u
r
o
p
e
a
n
 S
i

n
o
l
og
y
,
 
e
di
t

e
d
 by
 

W
i

lson, 
M
.
 a
n
d
 C
ay
ley
,
 

J
.
,
 
L
o
n
d
o
n
:
 H
a
n
s
h
a
n
 T
a
n
g
,
 1
9
9
5
. 

(
7
)
Gi
a
n
ni
 

C
ri
veller, P
r
e
a
c
hi
ng
 

C
h
ri
st
 
i

n
 L
at
e
 Mi
ng
 

C
hi
n
a
,
 T
ai
p

ei
:
 

R
i

c
ci
 

I
n
st
i
t

ut
e, 
1
9
9
7
.
中
国
語
訳
は
、
王
志
成
、
思
竹
、
江
建
込
訳
『
晩
明
基
督
論
』

四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
二
六
三
頁
。

(

8

)

顧
衛
民
『
基
督
宗
教
芸
術
在
華
発
展
史
』
上
海
書
店
出
版
社
、
二

0
0
五
年
、

一
四
五
ー
一
四
八
頁
。

(

9

)

張
秀
民
著
、
韓
埼
増
訂
『
中
国
印
刷
史
』
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
六
年
、

二
五
五
頁
。

(

1

0

)

N

i

c
o
l
a
s
 St
a
n
d
a
e
rt
,
 

o
p
.
ci
t
.
,
 
p

.63. 

(
1
1
)
I
bi
d., p
p

.91,96. 

(
1
2
)
I
bi
d., p.39. 

(

1

3

)

何
俊
、
羅
群
「
『
出
像
経
解
』
与
晩
明
天
主
教
的
伝
播
特
征
」
『
現
代
哲
学
』
、

二
0
0
八
年
四
期
、
八
十
六
ー
九
十
三
頁
。

(

1

4

)

肖
清
和
「
詮
繹
与
妓
変
益
耶
鮮
形
象
在
明
清
社
会
里
的
伝
播
及
其
反
応
」
『
広
東
社

会
科
学
』
、
二

0
―
一
年
四
期
、
一
三
七
ー
一
四
七
頁
。
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(

1

5

)

許
雁
南
「
『
進
呈
書
像
』
的
本
土
化
研
究
」
、
南
京
大
学
修
士
論
文
、
二

0
一
七
年
、

十
六
ー
四
十
一
頁
。

(

1

6

)

S

t

a
n
d
a
e
rt
,
 
o
p
.
ci
t
.
,
 

p
p
.
9
1
,
9
6
.
 

(
1
7
)
I
b
i
d., p
p
.
9
2
,
9
6
.
 

(
1
8
)
I
bi
d., p
.
1
3
7
.
 

(

1

9

)

『
イ
ザ
ヤ
書
』
六
十
三
章
三
節
。
私
は
一
人
で
搾
り
桶
を
踏
ん
だ
。
も
ろ
も
ろ
の
民

の
中
で
、
誰
一
人
私
と
共
に
い
る
者
は
い
な
か
っ
た
。

(
2
0
)
F
.
W
.
H
.
 H
o
l
l
st
ei
n
,
 
T
h
e
 N
e
w
 H
o
l
l
st
ei
n
:
 D
ut
c
h
 a
n
d
 F
l
e
mi
s
h
 E
t

c
hi
n
g
s
,
 

E
n
g
r
a
vi
n
g
s
 a
n
d
 W
o
o
d
c
ut
s
 1
4
5
0
'
]
7
0
0
 
(36.I), A
m
st
e
r
d
a
m
,
 1
9
9
3
.
 

(

2

1

)

S

t

a
n
d
a
e
rt
,
 
o
p
.
ci
t
.
,
 

p
.
1
3
3
.
 

(
2
2
)
F
.
W
.
H
.
 H
o
l
l
st
ei
n
,
 
H
o
l
l
st
ei
n
'
s
 D

ut
c
h
 a
n
d
 F
l
e
mi
s
h
 E
t

c
hi
n
g
s
,
 

E
n
g
r
a
vi
n
g
s
 a
n
d
 W
o
o
d
c
ut
s
 c
.
1
4
5
0
'
]
7
0
0
 
(
2
7
7
)
,
 A
m
st
e
r
d
a
m
,
 1
9
4
9
.
 

(
2
3
)
I
bi
d., H
.
2
0
;
N
H
D
 
(
Co
l
l
a
e
rt
 D
y

n
a
st
y
)
 
5
2
4
.
 

(
2
4
)
I
b
i
d., 
(
9
1
)
.
 

(

2

5

)

J

u
l
e
s
 L
i

e
u
r
e
,
 J
a
c
q
u
e
s
 C
a
l
l
ot
,
 

(
1
2
8
4
,
1
2
8
7
.
I
I
I
)
,
 E
di
t
i

o
n
s
 d
e
 l
a
 G
a
z
et
t

e
 

d
e
s
 B
e
a
u
x
,
A
rt
s, 
P
a
ri
s, 
1
9
2
7
.
 

(
2
6
)
I
bi

d
.
9
(
6
8
1
)
.
 

(
2
7
)
I
b
i
d., 
(
1
2
8
4
,
1
2
8
7
.
I
I
I
)
.
 

(
2
8
)
H
o
l
l
st
ei
n
,
 o
p
.
ci
t
.
,
 

(76.II). 

(

2

9

)

小
林
宏
光
『
中
国
の
版
画
ー
唐
代
か
ら
清
代
ま
で
』
東
信
堂
、
一
九
九
五
年
、

五
十
二
頁
。

(
3
0
)
C
ri
veller, o
p
.
ci
t
.
,
 

p
.
2
6
3
.
 

(

3

1

)

巽
明
玉
「
以
羅
漢
像
為
例
来
談
五
代
之
后
中
国
仏
画
発
展
之
流
変
」
『
芸
術
探
索
』

第
二
十
三
巻
第
一
期
、
広
西
芸
術
学
院
、
二
0

一
九
年
、
十
五
—
十
九
頁
。

(

3

2

)

西
上
実
「
丁
雲
鵬
の
衣
摺
表
現
に
み
る
唐
宋
回
帰
」
『
大
和
文
華
』
八
十
六
巻
、
大

和
文
華
館
、

0
0
一
年
、
四
十
ー
五
十
五
頁
。

(
3
3
)張西
平
「
百
年
利
珊
寅
研
究
」
『
世
界
宗
教
研
究
』
、
二
0
1
0
年
第
三
期
、
六
九
—

二
0
二
0
年
＼

羅
蝶
（
じ
ょ
う
・
き
）

二
0
一
六
年
山
東
科
技
大
学
外
国
語
学
部
卒
業

0
二
0
年

七
六
頁
。
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図3 『天主降生出像経解』

「山中聖訓」 1637年

図2 ヘロニモ・ナダル『福音書

画伝』「山上の垂訓」1593年

......今 ...・.......... ..・・^ .^.......... . ....................ヽヽ・‘.....................ヘ・...................、

・・’9  9999’’’’'99 999―→ r— 

置 l

二『進呈書像』「天主耶鮮誨徒真福像」 1640年

図5 ヨハン・マティアス・カーガー「羊飼いの

礼拝」 1601年、シュトウットガルト州立美

術館

-
H
-
`

i
n
生
像
今
＇
、
~
ー
一

|

1

|

く

へ

｀

年

゜
-
4
[
 

L

」

図
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図8

図10

図6 ジャック・ド・ヘインI世、ザカリアス・ドレント
『イザヤ書63:3』1596-1598年、大英博物館
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図12 バルトロメオ・リッチ『キリストの生涯』

1607年、 29頁

図14 バルトロメオ・リッチ『キリストの

生涯』 1607年、 41頁
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図11 『進呈書像』「聖母璃利亜宗系像」 1640年

図13 『進呈書像』「三王朝拝天主耶鮮像」1640年
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図16 マールテン・デ・フォス、ジャック・ド・ビィ
「エリザベト訪問」 1598年

図18 クリスペイン・ファン・デン・ブルーク「博
士との論争」 1576

161-

図15 『進呈書像』「聖母璃利亜感天神言往見表
姐像」 1640年

「天主耶鮮幼齢講道像」1640年



図20 クリスピン・デ・パセ（父）「悪魔の試み」

1590-1600年

図19
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図22 『進呈書像』「天主耶蘇返都就難像」1640年 図21 ジャック・カロ「エルサレム入城」 1632-1635

年
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図24 ジャック・カロ「笞打ち」 1631年
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図23 『進呈書像I「天ギ耶紐辱埠侮 I1640年

図25
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図28 ヤン・ファン・デル・ストラート「十字架

に釘付けられるキリスト」 1580-1587年

図30 城壁部分、羅貫中編『残唐五代伝』明万暦
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図27 『進呈書像』「天主耶蘇方釘刑架像」1640年

図29 王世貞編『有象列仙全伝』明万暦注

雲鵬玩虎軒刊本



図32 木部分『琵琶記』明万暦25年注雲鵬 図31 樹幹部分『琵琶記』明万暦25年注雲
玩虎軒刊本 鵬玩虎軒刊本
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図36 丁雲鵬『養正図解』玩虎軒本、 1593年
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図35 『進呈書像』「天主耶鮮救世功畢上昇天國

像」 1640年
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